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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第８期

第１四半期
連結累計期間

第９期
第１四半期
連結累計期間

第８期

会計期間
自2022年４月１日
至2022年６月30日

自2023年４月１日
至2023年６月30日

自2022年４月１日
至2023年３月31日

売上高 （千円） 2,599,201 2,785,261 10,822,455

経常利益又は経常損失（△） （千円） △337,516 △3,446 413,579

親会社株主に帰属する四半期純利

益又は親会社株主に帰属する四半

期（当期）純損失（△）

（千円） △268,775 12,451 △506,112

四半期包括利益又は包括利益 （千円） △268,369 12,462 △496,842

純資産額 （千円） 1,321,693 1,373,409 1,340,947

総資産額 （千円） 11,571,922 11,609,509 11,742,756

1株当たり四半期純利益又は1株当

たり四半期（当期）純損失（△）
（円） △98.21 4.06 △180.34

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益
（円） － 4.05 －

自己資本比率 （％） 11.1 11.7 11.3

（注）　１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式は存在するものの、第８期第１四半

期連結累計期間及び第８期においては１株当たり四半期純損失及び１株当たり当期純損失であるため記載し

ておりません。

 

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。

　なお、当社グループは、従来「チャイルドケア事業」「ライフケア事業」「テック事業」の３事業を報告セグメン

トとしておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「チャイルドケア事業」の単一セグメントに変更しておりま

す。詳細は、「第４　経理の状況　１　四半期連結財務諸表　注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであ

ります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載

した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）財政状態及び経営成績の状況

　①財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

　当第１四半期連結会計期間末の財政状態につきましては、次のとおりです。

（資産の部）

　総資産は11,609,509千円（前連結会計年度末比133,247千円減）となりました。

　流動資産につきましては3,369,044千円（同6,667千円増）となりました。これは主に、現金及び預金の増加

865,360千円、売掛金及び契約資産の減少365,597千円、未収入金の減少450,658千円等によるものです。

　固定資産につきましては8,240,465千円（同139,915千円減）となりました。これは主に、有形固定資産の減少

136,337千円等によるものです。

（負債の部）

　負債は10,236,099千円（同165,710千円減）となりました。

　流動負債につきましては2,142,045千円（同129,300千円増）となりました。これは主に１年内返済予定の長期借

入金の増加75,627千円、賞与引当金の増加75,961千円等によるものです。

　固定負債につきましては8,094,053千円（同295,011千円減）となりました。これは主に、長期借入金の返済

283,918千円等によるものです。

（純資産の部）

　純資産につきましては1,373,409千円（同32,462千円増）となりました。これは主に、資本金は資本剰余金に振

り替えたため減少しているものの、新株予約権行使に伴う払込み等による資本金及び資本剰余金の増加20,064千

円、親会社株主に帰属する四半期純利益の計上に伴う利益剰余金の増加12,451千円等によるものです。

 

　②経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間における我が国経済は、新型コロナウイルス感染症に伴う行動制限が緩和されたこと

で、社会経済活動の正常化やインバウンド市場の回復など、前向きな兆しが見られました。しかしながら、世界的

な金融引き締め等が続く中、海外景気の下振れリスクは予断を許さない状況であり、世界的なエネルギー高や物価

高には引き続き注視する必要があります。

　当社グループを取り巻く事業環境として、政府においては、「次元の異なる少子化対策」が掲げられ、また、

2023年４月に「こども家庭庁」が発足し、2023年６月には少子化対策実現のための「こども未来戦略方針」案が政

府から出され、国策としての少子化対策が一層強化されることが予想されます。出生率の減少、及び待機児童数も

解消に向かっているものの、女性の就業率の上昇にともない保育園利用ニーズは当面底堅く推移すると見込まれま

す。

　このような状況の中、当社グループは、東京都、千葉県、神奈川県及び大阪府で認可保育所（AIAI NURSERY）と

児童発達支援、放課後等デイサービス及び保育所等訪問支援を提供する多機能型事業所（AIAI PLUS)を主な業態と

して運営し、このエリアでは、「保育」と「療育」と「教育」の３つの「育」を一体的に提供する「AIAI三育圏」

を展開しております。
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　当第１四半期連結会計期間末の運営施設数につきましては、以下の通り認可保育所４施設を新規に開設し、１施

設を既存施設の定員数を拡大し移転しました。

 

施設名 所在地 開設年月 形態

AIAI NURSERY西荻北 東京都杉並区 2023年４月 認可保育所

AIAI NURSERY富士見台 東京都練馬区 2023年４月 認可保育所

AIAI NURSERY柏たなか 千葉県柏市 2023年４月 認可保育所

AIAI NURSERY向ヶ丘遊園 神奈川県川崎市 2023年４月 認可保育所

AIAI NURSERY新百合ヶ丘(※) 神奈川県川崎市 2023年４月 認可保育所

※ AIAI NURSERY百合ヶ丘から定員数を拡大し移転

 

　これにより、当社グループは当第１四半期連結会計期間末時点で認可保育所86施設（東京都30施設、神奈川県３

施設、千葉県42施設、大阪府11施設）、多機能型事業所17施設、サービス付高齢者向け住宅１施設、住宅型有料老

人ホーム１施設、生活介護施設１施設の計106施設を営んでおります。

　売上においては、2023年４月に新規開園した施設及び既存施設での園児受入が寄与し増収となりました。新規開

園に伴う一過性の関連費用が発生したものの、コストコントロールの徹底等により営業利益の黒字化を達成しまし

た。

　以上の結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は2,785,261千円（前年同期比7.2％増）、営業利益は23,100千

円（前年同期は営業損失319,700千円）、経常損失は3,446千円（前年同期は経常損失337,516千円）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は12,451千円（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失268,775千円）となりまし

た。

　なお、当第１四半期連結会計期間より、当社の報告セグメントは単一セグメントとなりましたので、セグメント

別の記載は省略しております。

 

(2）経営方針・経営戦略等

　当第１四半期連結会計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更はあ

りません。

 

(3）優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

　当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について重要な変更はありません。
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３【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 8,000,000

計 8,000,000

 

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（2023年６月30日）

提出日現在発行数（株）
（2023年８月10日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 3,074,381 3,074,381
東京証券取引所

グロース市場

単元株式数は100株

であります。

計 3,074,381 3,074,381 － －

 （注）「提出日現在発行数」欄には、2023年８月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により

　　　　　発行された株式数は含まれておりません。

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

　該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数

（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額
（千円）

資本準備金残
高（千円）

2023年４月１日～

2023年６月30日

（注1）

20,000 3,074,381 10,032 186,096 10,032 513,677

2023年６月23日

（注２）
― ― △166,064 20,032 ― 517,677

（注）１.2023年４月１日～2023年６月30日までの間に、新株予約権の権利行使により発行済株式総数が20,000株増加

し、資本金及び資本準備金がそれぞれ10,032千円増加しております。

２.資本政策の柔軟性及び機動性を確保しつつ、適正な税制への適用を通じて財務内容の健全性を維持すること

を目的に、2023年６月22日開催の第８回定時株主総会の決議に基づき、資本金を166,064千円減少させ、そ

の他資本剰余金への振り替えを行っております。

３.2022年６月15日で提出した有価証券届出書「第一部　証券情報　第１　募集要項　４　新規発行

による手取金の使途（２）手取金の使途」の記載について、次のとおり変更が生じております。

 

①変更の理由

　当社は、主事業である認可保育施設の運営に加えて、他事業の収益性を向上させ、業容の拡大を図るため、設備投資

による店舗数の拡大やシステムの追加開発を積極的に行うべく、保育ICTプロダクトへのシステム投資及び障害児ケア

施設（AIAI PLUS）の新規開設資金のために必要な資金を確保することを目的として、第三者割当による新株予約権の

発行を実施し、現在までに第６回及び第７回の新株予約権の行使が完了し、231百万円の金額を調達いたしました。

　しかしながら、第６回新株予約権による調達資金の活用を予定しておりました保育ICTプロダクト（Child Care

System）は、保育施設の新規開設時に最も新規の導入件数が見込まれる性質がありますが、待機児童の解消が全国的に

加速する中で、保育業界全体における足下の保育施設の新規開設数は急速に鈍化しております。かかる事業環境の変化

等を踏まえ、テック事業は当社グループにおけるこれまでの成長事業としての位置付けを見直すとともに、将来の金利
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環境の変化に柔軟に対応するため、調達資金については主力事業である認可保育施設AIAI NURSERYの開設資金に充当す

ることといたしました。

　また、第７回及び第８回新株予約権による調達資金の活用を予定しておりました障害児ケア施設AIAI PLUSにつきま

しては、サービス品質のさらなる向上と既存施設の収益性の一層の向上を図るべく、障害福祉サービス等報酬における

専門的支援加算の対象となる資格者（作業療法士等）の人材獲得及び職員の人材育成に注力し、今後の出店数計画をこ

れに則して見直すとともに、将来の金利環境の変化に柔軟に対応するため、調達資金については主力事業である認可保

育施設AIAI NURSERYの開設資金に充当することといたしました。

 

②変更の内容

　資金使途の変更内容は次のとおりであります。変更内容は下線で示しております。

 

（変更前の内容）

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期

Ⅰ　第６回新株予約権

　　保育ICTプロダクト(Child Care System)へのシステム投資

 

51

 

2022年７月から2023年12月

Ⅱ　第７回新株予約権

　　障害児ケア施設（AIAI PLUS）の新規開発資金（10施設）
  

（ⅰ）施設建築費 144 2023年４月～2024年３月

（ⅱ）開園準備費 36 2023年４月～2024年３月

Ⅲ　第８回新株予約権

　　障害児ケア施設（AIAI PLUS）の新規開発資金（10施設）
  

（ⅰ）施設建築費 216 2024年４月～2025年３月

（ⅱ）開園準備費 54 2024年４月～2025年３月

合計 501  

 

（変更後の内容）

具体的な使途 金額（百万円） 支出予定時期

Ⅰ　第６回新株予約権

　　認可保育施設（AIAI NURSERY）の新規開設資金（１施設）

 

 

 

 

（ⅰ）施設建築費 51 2023年５月から2024年３月

Ⅱ　第７回新株予約権

　　認可保育施設（AIAI NURSERY）の新規開設資金（１施設）
  

（ⅰ）施設建築費 180 2023年６月～2024年３月

Ⅲ　第８回新株予約権

　　認可保育施設（AIAI NURSERY）の新規開設資金（１施設）
  

（ⅰ）施設建築費 176 2024年４月～2025年３月

（ⅱ）開園準備費 94 2024年４月～2025年３月

合計 501  

 

 

（５）【大株主の状況】

　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載名簿の記載内容が確認でき

ないため、記載することができないことから直前の基準日（2023年３月31日）に基づく株主名簿による記載を

しております。

①【発行済株式】

    2023年６月30日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 800 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 3,050,600 30,506

完全議決権株式であり、

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であります。

なお、単元株式数は100

株であります。

単元未満株式 普通株式 2,981 － －

発行済株式総数  3,054,381 － －

総株主の議決権  － 30,506 －

 

②【自己株式等】

    2023年６月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

AIAIグループ株式会社
東京都墨田区錦糸一丁

目２番１号
800 － 800 0.03

計 － 800 － 800 0.03

（注）上記のほか、単元未満株式が94株あります。なお、当該株式数は上記①「発行済株式」の「単元未満株

式」欄に含まれております。

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023

年６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、双研日栄監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,306,353 2,171,713

売掛金及び契約資産 1,142,093 776,495

未収入金 467,956 17,297

その他 446,208 403,772

貸倒引当金 △235 △235

流動資産合計 3,362,376 3,369,044

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） ※ 5,369,628 ※ 5,841,342

機械及び装置（純額） 192,214 212,265

リース資産（純額） 280,937 276,650

建設仮勘定 752,820 73,068

その他（純額） 526,134 582,071

有形固定資産合計 7,121,735 6,985,398

無形固定資産   

のれん 204,884 191,993

その他 5,806 5,177

無形固定資産合計 210,690 197,170

投資その他の資産   

投資有価証券 71,149 71,149

長期貸付金 197,274 194,596

敷金及び保証金 639,492 641,935

繰延税金資産 38,207 53,094

その他 143,829 139,119

貸倒引当金 △42,000 △42,000

投資その他の資産合計 1,047,954 1,057,896

固定資産合計 8,380,380 8,240,465

資産合計 11,742,756 11,609,509
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2023年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2023年６月30日)

負債の部   

流動負債   

１年内返済予定の長期借入金 ※ 972,735 ※ 1,048,363

リース債務 17,147 17,147

未払法人税等 39,296 32,728

未払費用 478,575 440,968

賞与引当金 78,824 154,786

その他 426,164 448,052

流動負債合計 2,012,744 2,142,045

固定負債   

長期借入金 ※ 7,427,814 ※ 7,143,896

繰延税金負債 163,854 130,907

リース債務 263,789 259,502

退職給付に係る負債 78,120 79,721

資産除去債務 422,040 446,733

その他 33,446 33,292

固定負債合計 8,389,065 8,094,053

負債合計 10,401,809 10,236,099

純資産の部   

株主資本   

資本金 176,064 20,032

資本剰余金 1,331,226 1,507,323

利益剰余金 △187,176 △174,724

自己株式 △288 △288

株主資本合計 1,319,825 1,352,341

その他の包括利益累計額   

退職給付に係る調整累計額 2,714 2,725

その他の包括利益累計額合計 2,714 2,725

新株予約権 18,406 18,342

純資産合計 1,340,947 1,373,409

負債純資産合計 11,742,756 11,609,509
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

売上高 2,599,201 2,785,261

売上原価 2,560,926 2,448,159

売上総利益 38,275 337,101

販売費及び一般管理費 357,975 314,001

営業利益又は営業損失（△） △319,700 23,100

営業外収益   

雑収入 7,333 7,697

その他 343 294

営業外収益合計 7,676 7,992

営業外費用   

支払利息 19,251 18,786

支払手数料 6 10,875

開園準備費 3,419 4,414

その他 2,815 463

営業外費用合計 25,492 34,539

経常損失（△） △337,516 △3,446

特別利益   

資産除去債務戻入益 － 891

特別利益合計 － 891

特別損失   

固定資産除売却損 － 245

減損損失 32,950 －

補助金返還損 13,400 －

特別損失合計 46,350 245

税金等調整前四半期純損失（△） △383,867 △2,800

法人税、住民税及び事業税 12,578 32,728

法人税等調整額 △127,670 △47,979

法人税等合計 △115,091 △15,251

四半期純利益又は四半期純損失（△） △268,775 12,451

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主

に帰属する四半期純損失（△）
△268,775 12,451
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
 前第１四半期連結累計期間

(自　2022年４月１日
　至　2022年６月30日)

 当第１四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年６月30日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △268,775 12,451

その他の包括利益   

退職給付に係る調整額 406 10

その他の包括利益合計 406 10

四半期包括利益 △268,369 12,462

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △268,369 12,462
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【注記事項】

（会計方針の変更）

該当事項はありません。

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

該当事項はありません。

 

（四半期連結貸借対照表関係）

※　担保資産及び担保付債務

担保に供している資産は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2023年６月30日）

建物及び構築物 139,816千円 137,881千円

計 139,816 137,881

 

担保付債務は、次のとおりであります。

 
前連結会計年度

（2023年３月31日）
当第１四半期連結会計期間

（2023年６月30日）

1年内返済予定の長期借入金 9,647千円 10,524千円

長期借入金 142,995 139,487

計 152,642 150,011

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次

のとおりであります。

 

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

減価償却費 197,968千円 170,748千円

のれんの償却額 13,750 12,890

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

株主資本の金額の著しい変動

　該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

株主資本の金額の著しい変動

当社は、当第１四半期連結累計期間において、新株予約権の行使に関する払込みを受けました。この結果、資

本金10,032千円、資本準備金が10,032千円それぞれ増加しました。

他方、資本政策の柔軟性及び機動性を確保しつつ、適正な税制への適用を通じて財務内容の健全性を維持する

ことを目的に、2023年６月22日開催の第８回定時株主総会の決議に基づき、2023年６月23日付で減資の効力が発

生し、資本金を166,064千円減少させ、その他資本剰余金への振り替えを行っております。

これらの結果、当第１四半期連結会計期間末において、資本金が20,032千円、資本剰余金が1,507,323千円と

なっております。
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（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年６月30日）

　「当第１四半期連結累計期間（報告セグメントの変更等に関する事項）」に記載のとおりであります。

 

当第１四半期連結累計期間（自　2023年４月１日　至　2023年６月30日）

　当社グループは単一セグメントであるため、記載を省略しております。

 

（報告セグメントの変更等に関する事項）

　当社グループは、従来「チャイルドケア事業」「ライフケア事業」「テック事業」の３事業を報告セグメント

としておりましたが、当第１四半期連結会計期間より「チャイルドケア事業」の単一セグメントに変更しており

ます。これは、2023年５月に策定した「AIAIグループ中期経営計画」(2024年３月期～2026年３月期）を踏まえ

て、事業展開、経営管理体制の実態等の観点から事業セグメントについて改めて検討した結果、事業セグメント

は「チャイルドケア事業」の単一セグメントが適切であると判断したことによるものであります。

　この変更により、前第１四半期連結累計期間及び当第１四半期連結累計期間のセグメント記載を省略しており

ます。

 

 

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

（単位：千円）

 

前第１四半期連結累計期間

（自　2022年４月１日

至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間

（自　2023年４月１日

至　2023年６月30日）

保育施設 2,354,987 2,440,638

多機能型事業所 91,398 171,585

介護施設 107,917 113,440

ICT事業 40,651 52,595

顧客との契約から生じる収益 2,594,954 2,778,259

その他の収益 4,246 7,002

外部顧客への売上高 2,599,201 2,785,261

（注）当社は、チャイルドケア事業の単一セグメントであるため、サービス区分別の記載をしております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失（△）及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益及び算定上の基礎は以下のとおりであります。

 
前第１四半期連結累計期間
（自　2022年４月１日
至　2022年６月30日）

当第１四半期連結累計期間
（自　2023年４月１日
至　2023年６月30日）

（１）１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半

期純損失（△）
△98円21銭 4円06銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株

主に帰属する四半期純損失（△）（千円）
△268,775 12,451

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利

益又は普通株式に係る親会社株主に帰属する四半

期純損失（△）（千円）

△268,775 12,451

普通株式の期中平均株式数（株） 2,736,590 3,063,487

（２）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益 － 4円05銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益調整額（千

円）
－ －

普通株式増加数（株） － 8,301

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株

当たり四半期純利益の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

 

－

 

－

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在するものの、前第１四半期連結累計期間

においては１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

 

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2023年８月10日

AIAIグループ株式会社

取締役会　御中

 

双 研 日 栄 監 査 法 人

東京都中央区
 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 渡辺　　篤

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 箕輪　光紘

     

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているAIAIグループ株

式会社の2023年４月１日から2024年３月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年４月１日から2023年

６月30日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年４月１日から2023年６月30日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、AIAIグループ株式会社及び連結子会社の2023年６月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全ての重要

な点において認められなかった。

 

監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立し

ており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入

手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて継続

企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半期

連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

 

 

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通じ

て、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
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・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レビュー

手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施され

る年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認め

られると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥当と

認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められないかど

うか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書において

四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の注記事項が

適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められている。監査人

の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、企業は継続企業

として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成

基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結財務

諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと信じさ

せる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監査

人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で監査

人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見事

項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに監

査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又は阻

害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 

利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

　以　　上

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　　　２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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